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大阪科学・大学記者クラブ加盟社 各位                       

立命館大学広報課    

立命館大学大学院人間科学研究科は、「被災と復興の証人とこれから」と題し、東日本・家族応援プ

ロジェクトシンポジウムを開催いたします。 

「東日本・家族応援プロジェクト」は、2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災を受け、社会への

応答責任を果たすべく、同年、応用人間科学研究科の 10 年プロジェクトとしてスタートしました。現地の

対人援助機関との協働のもとに東北 4 県を巡り、被災と復興の witness（証人・目撃者）になることを目

指すとともに、これを PBL（プロジェクト型学習）として大学院教育のなかに位置づけ、地域に学びながら、

地域で活躍する対人援助職者や社会に貢献する研究者の養成につとめてきました。この活動は、2018

年度に文学研究科と応用人間科学研究科の再編によって誕生した人間科学研究科（博士課程前期

課程・後期課程）が引き継ぎ、推進しています。 

今回のシンポジウムでは、院生による活動報告のほか、被災後の陸前高田市へ移り住み復興への

“あわいの日々”に生まれた言葉を紡いできたアーティスト・瀬尾夏美氏の講演会やパネルディスカッショ

ン、立命館大学客員教授の団士郎氏による漫画トークを実施します。 

「3.11」から間もなく 9 年、「復興五輪」とも言われる東京オリンピックの開催を目前に控え、道路や鉄

道などのインフラ部分はほぼ復旧したとされる一方、被災者の生活課題は個別化し深刻化しています。

多くの方とともに、被災地のこれまでと今を見つめ、これからを考える機会になればと思います。 

 

記 

日  時 ： 2020 年 2 月 23 日（日） 10：30～17：30 （10：00 受付開始） 

会  場 ： 立命館大学大阪いばらきキャンパス  

B 棟 2 階ギャラリー「R-AGORA」、A 棟 1 階 AN110 教室 

対 象 ： どなたでも参加いただけます。 ※入場無料、申し込み不要 

内 容 ： 別紙をご覧ください。  

主 催 ： 立命館大学大学院人間科学研究科  

以上  

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先  

立命館大学広報課 担当：田中 

TEL.075-813-8300 FAX：075-813-8147  

http://www.ritsumei.ac.jp/ 

被災地の人々の声をきき、被災と復興を見つめた 9 年と今後に思いを馳せる 

2019 年度 東日本・家族応援プロジェクトシンポジウム の開催 

日時：2020 年 2 月 23 日（日）10：30～17：30 

会場：大阪いばらきキャンパス 

 



＜タイムスケジュール＞ 

【第 1 部】 （B 棟 2F ギャラリー R-AGORA） 

10：30～11：30   団士郎漫画トーク 「物語る力・回復する力」 

被災地で実施している漫画展を紹介し、物語がどのように人が生き続けること 

を支えうるのか、「木陰の物語の物語」と位置付けた制作余話を紹介します。 

【第 2 部】 （A 棟 1F AN110 教室） 

13：00～15：00    各地プロジェクト活動報告 

「東日本・家族応援プロジェクト 2019」から見た被災地の現在 

①プロジェクト概要と企画趣旨 

②各地プログラムチームによる報告（各 15 分） 

青森県むつ市/宮城県多賀城市/宮城県石巻市/岩手県宮古市/ 

福島県福島市 

進行：村本邦子（人間科学研究科教授、プロジェクトリーダー） 

【第 3 部】 （A 棟 1F AN110 教室） 

15：15～16：15     瀬尾夏美氏 講演 「震災 9 年、二重の風景」 

   

【第 4 部】 （A 棟 1F AN110 教室） 

16：30～17：30     瀬尾夏美氏と立命館大学院生のパネルディスカッション 

進行：鵜野祐介（文学部教授） 

 

＜登壇者プロフィール＞ 

瀬尾 夏美（せお なつみ） 

1988 年、東京都生まれ。宮城県仙台市在住。東京藝術大学大学院美術研究科絵画専攻修士課

程修了。2011 年、東日本大震災のボランティア活動を契機に、映像作家の小森はるかとの共同制

作を開始。2012 年から 3 年間、岩手県陸前高田市で暮らしながら対話の場づくりや作品制作を行

う。2015 年、仙台市で一般社団法人 NOOK を設立。現在も陸前高田での作品制作を軸にしなが

ら、“語れなさ”をテーマに各地を旅し物語を書いている。主な展覧会に「クリテリオム 91（水戸美術

館 2015）」、ヨコハマトリエンナーレ 2017（横浜美術館・横浜赤レンガ倉庫）など。2019 年、「あわいゆ

くころ 陸前高田、震災後を生きる」（晶文社）を刊行。 

 

団 士郎（だん しろう） 

立命館大学大学院人間科学研究科客員教授、家族療法家、漫画家。公立の自動相談機関心理

職 25 年を経て独立。「仕事場 D・A・N」主宰。漫画家であり、マンガ集団「ぽむ」同人、WEB 雑誌

「対人援助マガジン」編集長。著書に『家族の練習問題』1～8、『不登校の解法』、『家族力×相談

力』などがある。 

 

なお、現在、以下の関連企画を開催しています。 

■団士郎 家族漫画展  

日 時 ： 2020 年 1 月 17 日（金）～3 月 11 日（水） 

会 場 ： 立命館大学大阪いばらきキャンパス  B 棟 2 階ギャラリー「R-AGORA」 

対 象 ： どなたでも参加いただけます。 ※入場無料 

別紙 


